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資料１

（１）事業の概要
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（２）実施手順
①-1 右岸残土撤去

(一部撤去)

①-2 旧川河道掘削

②旧川河道への通水

③合流部河道締切

③導流部河道締切

④直線河道埋戻し
(右岸残土撤去・流用)

掘削断面

浚渫船

平均低水位 現況断面

水中部分は浚渫船による浚渫

陸上部分はバックホウ等による掘削

河道掘削

水中掘削

陸上掘削

浚渫

バックホウ掘削
（仮締切工併用）

①小型ポンプ浚渫

②小型バックホウ浚渫

③水中排砂ロボット浚渫

④自立式鋼矢板

⑤大型土のう

１）旧川河道掘削方法

（３）具体的な実施内容について

●一般的な河道掘削 (拡幅)の施工例

●茅沼地区旧川における掘削方法

陸上部分 → バックホウ等による陸上掘削が可能。

水中部分 → 旧川にほとんど流れがないため、河道の仮締切による
陸上掘削が可能。

【旧川水中部分の掘削方法】
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右岸残土撤去
直線河道

締切前に撤去

埋戻しに流用

●右岸残土撤去及び直線河道埋戻し
・水位上昇対策等として、右岸残土撤去区間のうち一部は直線河道締切

前に撤去する(築堤盛土へ流用)。
・それ以外の右岸残土は直線河道埋戻しに流用する。

直線河道埋戻し

水位上昇対策等

右岸残土撤去直線河道埋戻し

埋戻しに流用

農地

●河岸保護工の設置
・河岸保護工の設置は、必要最低限の範囲とする。
・河川の物理特性を考慮した多自然型工法を採用する。

■背後地の重要な資産や民地を守るために、河岸の侵食を防止する。
→ JR線の近接部に設置

■洪水時に直線河道埋戻し土砂の流出を防止する。
→ 直線河道の導流部・合流部締切箇所に設置

JR近接部河岸保護工
(河岸侵食防止)

導流部締切箇所
(埋戻土砂流出防止)

合流部締切箇所
(埋戻土砂流出防止)

旧川河道掘削
直線河道切替前
から存在する樹木
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●仮設道路の設置
・掘削土砂運搬、仮設資機材搬入等のために仮設道路が必要となる。
・旧川通水後は、河道の管理及びモニタリング等に利用する。

・道路縦断勾配は、極力現況地形に
合わせ造成する。

・道路幅員は、施工機械の幅を考慮
した必要最小限の幅員とする。

・導流部・合流部等の河道の安定が
確認された後に撤去する。

右岸仮設道路

旧川仮設道路

仮橋

敷砂利

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

現況地盤面

（４）実施にあたっての配慮事項

●自然環境への配慮
①事業実施箇所及びその周辺の自然環境を事前に把握する。
②調査結果に基づき、事業実施箇所の保全すべき種及び区域を設定する。
・保全すべき種：再生後の生態系を作る生物群
③事業実施箇所の生物の生息・生育環境への影響を最小限にとどめる。
・ヨシ群落など湿原本来の生態系を持つ場所には人為的改変を極力加えない。
・人為的な改変を加える区域内の湿性植物などは移植する。
④事業実施箇所及び周辺の貴重な生物の生態（生活史）に配慮した施工工程
及び工法を選定する。
・魚類の遡上、産卵、降海等に配慮する。
・鳥類の繁殖等に配慮する。

詳細については、専門家などと連携して実施するよう努める。詳細については、専門家などと連携して実施するよう努める。

●その他の事項

【社会環境への配慮】
・実施に当たっては、周辺社会環境へ影響が出ないよう配慮する。

【地域との協働】
・モニタリング調査など積極的に地域との協働を図る。
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●自然環境への配慮

・直線化された河道では、１７種の魚類、１４種のトンボ類、４４種の底生動物が確認。

・止水域となっている旧川では、止水性の魚類が確認、種構成は直線河道やリファレ
ンスサイトに比べ、それほど違いが無い。ほか、２１種のトンボ類、７４種の底生動
物が確認。

・直線河道部にはサケマスが遡上。

・旧オソベツ川と直線河道の間にタンチョウの営巣・育雛が確認。

事業実施箇所及びその周辺の自然環境事前把握

●自然環境への配慮

・実施にあたり、周辺環境や生物の生息・生育域に影響や改変が及ぶ
場合は、ミチゲーションの考え方に則り、極力、 「回避」、「低減（最小化）」、
「代償」の順で配慮する。
・詳細については、専門家などと連携して実施するよう努める。
・入札改革により発注者と受注者の共通認識を深めることや、工事従事者へ
の教育を徹底し、その結果は環境モニターなどにより監視する。

実施箇所を生息・生育環境とする動植物に
与える影響回避

・実施箇所に生息・生育する動植物につい
ては、極力、「回避」、「低減（最小化）」で対
応するが、希少な種に対しては 「代償（移
植）」で対応する。

実施箇所周辺を移動経路・繁殖地とする動
植物への影響の回避

・河川は魚類の移動経路であり、移動時期
の上下流の連続性を確保する。

・重要な種の繁殖地・採餌場に配慮する。

・サケ・マスの遡上期に影響する
工種の回避
・タンチョウの営巣・育雛に配慮した
工事時期の設定
・上流旧川のイヌイトモ,トミヨなどが
生息する貴重な止水域

・湿性植生、河畔樹木への影響低減
・保全すべき種（植物、魚類）の移植
・マニュアル等による保全策の周知
徹底

- 6 -



・ 実施に当たっては、周辺社会環境へ影響が出

ないよう配慮する。

・水位上昇対策として、直線河道の締切前に一部右岸残土撤去を完了する。

・事前に工事説明会などを行い、地域住民の理解・協力が得られるよう努める。

・土砂の運搬に当たって、運搬計画（運搬時期・台数）を十分考慮し、土砂飛散・防塵対
策として、スパッツの利用や散水を行う。

・掘削時の濁水処理対策とともに、実施後の土砂流出防止対策として裸地の早期植生
回復等を行う。

●社会環境への配慮

●地域との協働

・具体的には以下の項目で実施する。

・植生調査及び移植

・魚類捕獲調査及び移動

・景観調査（写真撮影・アンケート実施など）

・ モニタリング調査など積極的に地域との協働

を図る。
（調査に特殊な機器を使用するものや安全確保が困難な場合は除く。）
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（５）茅沼地区旧川復元実施計画平面図

茅沼地区旧川復元実施計画平面図（１）～（４）
※別紙参照

・一部右岸残土撤去

・仮橋の設置
・右岸仮設道路の設置

工事項目

・掘削土の有効利用
（掘削土処理試験）

旧川
掘削範囲

・測量による土量の把握
・ヨシ移植試験

右岸残土
撤去範囲

・植生調査
・保全対象種の移植

仮設道路

試験・調査項目区間

（６）Ｈ１８年度の実施予定項目
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